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4月の人事異動で浜名湖分場長に着任しまし

た。浜名湖は9年ぶり二度目の勤務となります。

前回は乙女園の旧施設での勤務でしたので、渚

園の今の施設には未だ慣れない毎日です。今ま

で焼津の本場漁業開発部、下田の伊豆分場で沿

岸漁業資源の試験研究に長く従事してきまし

た。

前回の浜名湖分場勤務の時も漁業や環境の仕

事が主でした。その時の一番の忘れられない出

来事は平成８年の貝毒発生です。それ以来、今

でも毎年有毒プランクトンの監視が続けられて

いるのを思うと、自然の環境変化をどう見極め

て、場合によってどう対処していくかの重要性

を改めて感じます。

浜名湖周辺の最近の漁業では、アサリの資源

回復の努力が漁業者団体の功績として認められ

農林水産大臣賞を受賞したこと、トラフグ栽培

漁業の成果が着実に実りつつあること等、特筆

すべき成果があり、これらを踏み台にさらなる

ステップ・アップにつなげたいと思います。

浜名湖分場の業務のもう一つの柱に淡水養殖

の研究があります。最近、いくつかの新聞紙上

にウナギ産卵場解明の記事が載っていました

が、この調査には当初浜名湖分場も参加してい

ました。ウナギの初期仔魚の生息環境や餌が分

かれば、現在進めているウナギ種苗量産化研究

の発展に結びつくことが期待できます。また、

淡水養殖の振興を図る上で欠くことのできない

魚病の研究も今後とも推進していかなければな

りません。

以上、これからの浜名湖分場の業務を進めて

いく上で重要と考えることを申し述べました

が、これらの仕事を進めていくためには、分場

職員だけの力では限界があります。歴代の分場

長の時と同様に、関係業界の皆さんの御支援と

御協力を切にお願いしまして、新任の御挨拶と

させていただきます。

新 任 の 御 挨 拶
津久井　文夫　　　　　
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電車通勤の２年間
影　山　佳　之

転勤のため静岡から弁天島まで電車通勤する

ことになったのは2年前の4月でした。長年マイ

カー通勤をしていた私にとっては18年ぶりの電

車通勤。自宅から自転車、新幹線、在来線そし

て徒歩と、片道およそ1時間40分の通勤時間。

少し長めの通勤ですが、新幹線に毎日乗るのは

ちょっとリッチな気分でもありました。

通勤途上で、浜松に近づく新幹線の窓から冬

の澄んだ空気を通して遠くにみえる薄紫の富士

山、弁天島駅から分場までの途上で見た大きな



ウイルス性血管内皮壊死症はウナギ養殖にお

いて被害の大きな疾病の一つです。本病に対す

る効果的な治療薬やワクチンが開発されていな

いことから、「餌止め」や「昇温処理」を経験

的に行い、被害軽減に努めているのが現状です。

ここでは、これらの対策の有効性を実験により

明らかにしましたので紹介します。

１　摂餌が死亡に与える影響

病気になった時に餌を止めると、死亡尾数が

減少することが幾つかの病気で知られ、病気の

対策の一つとして行われています。本病におい

ても効果的な対策がないことから、餌を止める

ことが行われています。この効果を確認するた

めに実験感染を行いました。ニホンウナギ120

尾（30尾×４区、平均体重82.5ｇ）を用い、試

験区には病魚の鰓から調製したウイルス液を腹

腔内に注射しました。対照区はウイルスの入っ

ていない同液を注射しました。両区共に給餌区
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第１図　摂餌が死亡に与える影響

ウナギを丸呑みしようとするカワウの姿、春の

柔らかい空気の中で渚園の防風林からモウモウ

と舞い上がる黄色い松の花粉など、新しい発
見があった日々でもありました。

景色だけでなく、浜名湖分場勤務が初めて
の私にとっては、内水面や浜名湖の漁協関係
の方々を初めとして、養鰻業、養鮎業、河川
漁業、採貝、袋網、ノリ養殖、カキ養殖など
新たな人々との出会いがありました。浜名湖
の恵みを生活の糧として大切に思う多くの
方々と触れ合えたことも、浜名湖分場での貴
重な経験でした。

近年は、静岡県の水産を取り巻く情勢は厳
しく、資源の減少や魚価の低迷などにより、
各地で水産業従事者と後継者が減少していま
す。このような状況の中で、浜名湖地域では
多くの人達が豊かな自然と水産資源そして水

産業を守ろうと頑張っている姿に、私自身、
水産人の一人として大いに勇気づけられまし
た。また、浜名湖分場の果たすべき役割の重
要性をより強く感じるようになっていきまし
た。私にとってこの２年間は「浜名湖は本当
に良いところだなあ」との思いが強まってい
った日々といえます。短い期間でしたが、
先々きっと「浜名湖分場勤務はよかったなあ」
と繰り返し振り返っていくものと思っていま
す。

今後も、多くの人達の努力のもとに、浜名
湖が変化に富んだ自然と豊かな恵みを人々に
もたらし続けるともに、浜名湖分場が多くの
人達から認められる存在として活動していく
ことを願っています。

（前分場長）

ウィルス性血管内皮壊死症に対する現場対策の有効性の確認

田　中　　眞　　　
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と無給餌区を設定し、4試験区としました。コ

ンクリート製1トン水槽を使用し、水温23℃で

30日間飼育しました。このときの死亡状況を第

1図に示しました。

対照区には給餌区、無給餌区共に死亡が見ら

れず、注射によるハンドリング及び無給餌の影

響はないものと考えられました。ウイルス注射

区では、給餌して飼育した場合57％の死亡が認

められました。これに対し、無給餌の場合、

13％の死亡に留まり、無給餌（餌止め）は死亡

尾数を減少させる有効な手段と考えられまし

た。

２　飼育水温による死亡率の違い

本病の治療対策として最も実施されている方

法は35℃に飼育水温を上昇させるものです。こ

の方法にしても裏付けがあって実施されている

ものではなく、「感染しているウナギを全て殺

してしまい、元気の良いウナギだけを処理後飼

育する」と考えている人もいます。また、本ウ

イルスは分離培養が難しく、35℃でウイルスが

不活化するかどうかは未だに明らかにされてい

ません。そこで実験感染により、35℃での飼育

が本病に対して有効であるか確認するための試

験を行いました。

ニホンウナギ300尾（50尾×６区、平均体

重；110.3ｇ）を供試魚として使用しました。

27℃、31℃及び35℃の水温区を設定し、1トン

水槽を使用し、供試魚をそれぞれの水温で馴致

しました。水温馴致後、ウイルス液を、対照区

はウイルスの入っていない同液を腹腔内に注射

し、それぞれ給餌して飼育しました。

その結果を第２図に示しました。27℃飼育で

60％、31℃飼育で80％と高い死亡率を示したの

に対し、35℃飼育の死亡率は18％と低く、治療

対策としての35℃飼育の有効性が認められまし

た。また、ウイルスを注射していない対照区は

３試験区全てで死亡は認められませんでした。

35℃での効果が実験的に明らかになったこと

から、次により低い水温、20℃、24℃及び28℃

で死亡率がどのようになるかを検討してみまし

た。飼育の水温条件だけを変えて、前試験と同

様に実験感染を行いました。

その結果を第３図に示しました。20、24及び

28℃飼育でのそれぞれの死亡率は18、30及び

66％でした。28℃飼育では前試験の27℃飼育と

同様の高い死亡率を示しました。これに対し、

20℃及び24℃飼育は死亡率が低く、特に、20℃

飼育の死亡率は35℃飼育と同様に低いことが明

らかとなりました。

また、第４図に低い死亡率が認められた35℃

飼育と20℃飼育の死亡経過と摂餌状況を比較し

て示しました。35℃飼育では感染後７日目と8

日目に死亡が確認されたのみで、摂餌量も感染

後10日目頃から回復しました。これに対し、

20℃飼育では感染後9日目から摂餌量が激減し、

しかも、死亡は感染後16日目からと遅く始まり、
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第２図　飼育水温による死亡率の違い
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死亡期間も8日間と長くなりました。このよう

に、35℃飼育では感染後約2週間で快復したの

に対し、20℃飼育では1か月を経過しても、摂

餌状況の回復は見られませんでした。

燃油が高騰しているこの時代に、冬場ボイラ

ーを必要以上に稼動させることは経済的にあま

り得策とはいえません。しかしながら、低い水

温でしのぐ場合においても、快復までに長期間

を要することから、経済性等を考慮して発生時

期にあった治療対策をとることが重要であると

考えます。

また、35℃飼育の危険性と20℃飼育の可能性

について、簡単な飼育実験をしましたので参考

にしてください。

３　35℃飼育の危険性

ニホンウナギ50尾（平均体重110g）を35℃、

36℃及び37℃で2週間ずつ続けて飼育した結果

を第１表に示しました。35℃、２週間の飼育で

はニホンウナギは活発な摂餌状況が観察され、

良好な成長も認められました。今回、水温調整

の負担を考慮し、給餌量を２％以下に制限しま

したが、供試魚の様子から推察すると、まだま

だ給餌量を増加させても良かったのではないか

と考えられました。

36℃飼育では死亡魚は認められないものの、

摂餌量は減少し、１％を下回りました。従って、

この水温では成長は認められず、当然のことな

がら体重は減少しました。さらに水温を1℃上

げて37℃で2週間飼育しました。最初の数日間

はわずかながらに摂餌が見られましたが、その

後食べなくなりました。9日目には死亡する個

体が現れ、最終的な生残率は62％になりました。

このように、35℃では飼育は可能ですが、
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第４図　35℃飼育と20℃飼育における死亡経過と摂餌状況の変化



36℃で摂餌不良になり、37℃では死亡が始まる

ことから、高水温飼育は危険であることを十分

認識していただきたいと思います。

４　20℃飼育の可能性

約900尾のニホンウナギを2群に分け、共に

20℃で飼育した飼育成績を第２表に示しまし

た。20日間の飼育で、開始時における平均体重

が128gの供試魚が、終了時には162gと164gにま

で成長し、増重倍率で1.27と1.28を示しました。

給餌量は約1.3％で、飼料効率は88％及び91％と

高い値を示しました。このようにニホンウナギ

は20℃で十分飼育が可能であることを付加して

おきます。
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第２表　20℃飼育での飼育成績

第１表　35℃以上での飼育成績

写真：ウイルス性血管内皮壊死症におかされた

ウナギの鰓

写真：ウイルス性血管内皮壊死症におかされた

ウナギの鰓（組織切片）
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平成17年度シラスウナギ採捕結果
吉　川　昌　之

平成17年度（17年12月～18年4月）の県内に

おけるシラスウナギの採捕結果は第1表に示し

たとおりとなり、前年度の大不漁から一転して

大豊漁となりました。なお、採捕予定数量をほ

ぼ満たしたため、今年度の4月は漁は行われま

せんでした。

17年度の県全域の月別採捕量を過去10年間の

平均値と比較すると、12月が167％、1月が

156％、2月が158％、3月が87％、漁期を通した

合計では131％となりました。また、16年度と

の比較では、12月が10.1倍、1月が6.7倍、2月が

5.5倍、3月が2.3倍、合計で3.4倍でした。

浜名湖地区では月単位で需給を調整してお

り、1月以降毎月、月の途中でその月の需要量

を満たしてしまったことから、1月下旬と2月中

旬は休漁し（2月下旬は3月分を前倒しして実

施）、3月前半で今年の漁を終了してしまいまし

た。浜名湖地区以外でもほぼ同時期に漁を終了

しました。もし、休漁することなく3月末まで

漁が続いていたら、採捕量はもっと多くなって

いたと考えられます。

次に、17年度の地域別採捕量を過去10年間の

平均値と比較すると、富士市～榛原町が139％、

相良町～御前崎町が157％、浜岡町～天竜川が

115％、浜名湖が140％でした。また、16年度と

比較すると、富士市～榛原町が8.4倍、相良町

～御前崎町が6.8倍、浜岡町～天竜川が2.6倍、

浜名湖が3.9倍でした。

平成3年度以降の採捕量の推移を第1図に示し��� �� �� �� �� ������� ����� ������ ������ ������ � ������������ �� ��� ����� ����� ����� ������������ ����� ������ ������ ������ ����� ������������ ������ ������ ������ ������ � ������������� � ����� ����� ����� ������ ������������� ����� ������ ������ ������ ����� ������������ ������� ������� ������� ������� � ������������� ������ ������ ������ ������� ������� �������������� ������� ������� ������� ������� ������ ������������� ������� ������� ������� ������� � ��������������� ������ ������ ������� ������ ������ �������������� ������� ������� ������� ������� ������ ��������������� ������� ������� ��������� ������� � ��������������� ������ ������� ������� ������� ������� �������������� ������� ������� ������� ������� ������� ���������
�������

������
������������������������������������������

第１表　平成１７年度シラスウナギの採捕量結果

第１図　平成3年度以降の採捕量の推移
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ました。今年度の採捕量は15年度には及びませ

んでしたが、先に記したように、途中の休漁や

早期の終漁がなければもっと採捕量は増え、15

年度を超えていたと考えられます（15年度は途

中の休漁はなく、漁の終わりも、浜名湖地区は

今年度とほぼ同じ3月半ばでしたが、他地区は4

月初めまで続けられました）。

このことからすると、平成12年度以降採捕量

の増加傾向は続いていて、昨年度は何らかの特

異的要因により採捕量が激減した特異年と考え

るのが自然と思われます。シラスウナギの来遊

量は変動が激しく、翌年の予想は不可能ですが、

この採捕量の高水準が長く続くことを期待した

いと思います。

平成17年度のとらふぐ、漁獲量は低調…でも放流効果は好調！　　　
小　泉　康　二

17年度のトラフグ漁は2月末日をもって終漁

しましたが、今漁期も仲買いの皆さんをはじめ

関係者の御協力を得て、放流効果等の調査を行

うことができましたので、その結果を紹介しま

す。

1 漁況

漁獲量は13.2トンで、低調だった前年をさら

に下回り（60％）、平年（過去10か年平均）の

29％で、平成元年以降3番目に少ないものでし

た。また、平均単価は11,114円と前年同様数年

ぶりに1万円を超える高値となりましたが，水

揚げ金額は147,180千円で、漁獲量同様平成元年

以降3番目に少ないものでした。ちなみに、愛

知県及び三重県のはえ縄漁業による漁獲量（漁

獲金額）はそれぞれ17.8トン（1.5億円）及び

18.9トン（1.7億円）で、三県ともほぼ同様な漁

獲水準でしたが、愛知及び三重県の単価は本県

に比べて2,500円／㎏も安いものでした。本県の

高単価は、県西部地区における“浜名湖えんた

め（環浜名湖の観光振興を考える会）”を中心

とした地産地消活動の好影響の現れだと思われ

ます。

漁獲物は、例年同様1歳魚が主体で10月には

約9割を占め、その後は漁期の経過とともに減

少したものの、約7～6割を占めていました。

水産試験場では漁期前に予測をしていました

が、残念なことに（？）漁獲量、漁獲物の年齢

組成共に、ほぼ100％予測が的中し、極めて低

調な漁模様でした。

2 放流効果

舞阪、遠州（旧福田）、焼津等県内の主要水

揚げ市場において、イラストマー標識魚の漁獲

状況を調査し、放流効果を求めました。市場で

3,467尾を調査したところ、そのうち496尾の標

識魚が確認されました。混獲率は平均14.3％で、

平成13年度の調査開始以来の混獲率0.1～4.8％

に比べて極めて高くなりました。確認された標

識魚は、1歳魚が479尾（97％）とほとんどを占

め、それ以外はごくわずかでしたが，これまで

の最高齢魚と推察された4歳魚も2尾（全長56.0

及び52.5㎝）確認されました。

また、確認された標識魚の放流群別尾数（割

合）は、平成16年愛知県矢作川河口沖放流群が

264尾（53％）と最も多く、次いで平成16年三

重県伊勢市放流群が88尾（18％）、平成16年静

岡県浜名港放流群が87尾（18％）となり、回収

図　トラフグ漁獲量と平均単価の推移
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平成17年（1月から12月）のウナギ及びアユ

養殖における魚病発生状況を把握するために、

県内の養殖業者に対してアンケート調査を実施

しましたので、その結果についてお知らせしま

す。

１　養殖生産状況

養殖生産状況については、平成17年の当分場

で実施したアンケート調査結果に加え、平成8

年から16年までは農林水産統計から抜粋し、第

1表として示しました。

ウナギの養殖経営体数について見ると、ウナ

ギ養殖組合傘下の実稼動数は52経営体で、平成

16年から3経営体が休業し、１経営体が再開し

ました。従って、県全体の経営体数もこれ以上

の動きがあったものと思われます。平成17年の

生産量は1,895トンで平成16年と同程度でした。

しかし、シラスウナギの不漁の影響で単価は高

く、１kg当り約1,900円と、平成10年以来の高

値で、生産金額も3,595百万円と大幅に増加しま

した。

アユの養殖経営体数は1経営体が組合を脱退

しましたが、養殖は続けていますので、平成16

年からの増減はありませんでした。生産量を見

てみますと、平成16年の農林統計の値が、他の

魚種（コイ）と一緒にされ、はっきりした生産

率はそれぞれ1.92％、1.26％、1.20％でした。浜

名港放流群の回収率は、これまでに県内の浜名

湖以外の外海域に放流した10事例の平均回収率

（0.20％）と比べて約6倍と格段に高い結果が得

られました。また、浜名港放流群の県内におけ

る回収金額は、月別平均単価（7,649～18,838

円／㎏）及び標識魚の月別平均体重（平均全長

から試算、1.04～1.35㎏／尾）で試算すると、

276万円と推察されました。これを放流魚1尾当

たりの回収金額に換算すると128円／尾となり、

放流経費を種苗代だけとして、県温水利用研究

センターのH17年度種苗単価40円／尾を用いて

試算すると、経済効率は3.2（128円／40円）と

なりました。

これらのことから、静岡県内では浜名湖が放

流適地であることが伺われ、今後は浜名湖放流

における効果の再現性確認や適正放流サイズを

検討する必要があると思われます。��� ������� ����� ��� ������� ������ ������ ������ ������ ������������� �� �� ��� � �������� ���� ���� ���� ���� ������������ ��� ��� ��� � ����������� 表　平成16年放流群の改修状況

県下のウナギ及びアユ養殖における魚病発生状況

田　中　　　眞
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量が判らなくなりました。しかし、平成17年の

生産量は352トンと300トン台に落ち込み、若干

減少しているように思われました。また、単価

は1,200円台と、ここ数年安値が続いています。

２　魚病発生被害状況

平成17年のアンケート調査結果に過去9年分

の調査結果を加え、魚病被害の経年変化として

第２表に示しました。養殖ウナギの魚病被害量

第１表　ウナギ及びアユ養殖の生産状況

第２表　魚病被害の経年変化　　　（単位：㎏）



は平成17年123トンと前年に比べ若干減少し、

10年前から比べても４割程度減少しています。

しかし、生産量が減少していることから、被害

割合は年による違いはあるものの、ここ10年あ

まり変化はありません。養殖アユでは平成15年

まで毎年、数十トンの被害があり、被害割合で

も５から８％ありました。しかし、平成16年に

は8トンと一ケタ台になり、平成17年はさらに

減少し、2トンの被害に留まりました。被害割

合にしても、平成17年は0.6％となり、１％を割

る魚病被害の少ない年となりました。

第３表にウナギ養殖における魚病被害量を疾

病別に示しましたが、最も被害の大きな疾病は

「板状」と業者間で言われている疾病で、34ト

ンの被害がありました。本病については原因が

不明であり、今後原因及び対策について究明し

ていかなければならない疾病です。

次いで、ウイルス性血管内皮壊死症とパラコ

ロ病による被害が多くなっています。その他と

して、病気の範疇に入れてよいものか解りませ

んが、骨曲がりによる被害報告がありました。

養殖ウナギについては全体的に平成16年と比べ

るとどの疾病も被害量は減少していますが、大

きな被害を出している疾病は同じであり、それ

ら４疾病で、全体の約9割を占めていました。

第４表にアユ養殖における魚病被害量を疾病

別に示しましたが、平成１７年度は魚病被害が

少なく、その中では冷水病の被害が最も大きく、

魚病被害の約半分を占めていました。������ ���������� ��� ��� ��� ���� ����� ��� ����� ��� ������ ��� ������ ��� ����� ��� ������ ��� ������� �� ����� �� ������ ����� �������� �� ����� ��� ������ ����� �������� �� ����� �� ������ ��� ������� �� ��� ��� ����� ��� ������� �� ��� �� ����� ��� ������� �� ��� �� ����� ��� ������� � ��� �� ����� �� ����� �� ��� ��� ����� �� ����
� ����� ���������� ��������

����� ��� ��������������� ������ ����������� ��� ���������� ������ ������������� ����� ������������ � �������� ������ ���������� �� ����� ������ ��������� � ������� ����� �������� ������� ������������ ��� �������� ��� ����� ����� ��������� �� �������� � ������� ����� ����� ��� ������ ����� ����

第３表　ウナギ養殖における疾病別被害量
（単位：㎏）

第４表　アユ養殖における疾病別被害量
（単位：㎏）

第５表　水産用医薬品使用状況

10
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「魚のゆりかご浜名湖の恵みを考える座談会」が開催されました
松　浦　玲　子

浜名湖は、ノリやアサリ、カキなどの豊かな

漁場として、また約７００種の魚介類が生息し、

それらの卵や稚仔魚の生育場として重要な湖で

す。この豊かな水産資源を維持するために、漁

業関係者の間では湖岸清掃やアオサの除去、ア

サリの天敵ツメタガイの駆除など様々な取組み

が行われています。
しかし、漁業関係者だけの取組には限界があ

ります。これらの活動をさらに広げ、効果のあ

るものにするためには一般県民の方々の理解と

協力が必要です。幸い、すでに｢浜名湖環境ネ

ットワーク｣等、浜名湖岸の清掃や水質浄化に

関しては｢浜名湖の水をきれいにする会｣など、

その他多数の組織が存在し活動しています。そ

こでこれら組織の力を終結し、より協力に、か

つより効率的に運動を推進することを目的とし

て静岡県水産振興室が平成１８年３月１６日に

｢魚のゆりかご浜名湖の恵みを考える座談会｣を

開催しました。

当日は、アドバイザーとして菅原由美子氏

（菅原由美子観光計画研究所主宰）、関いずみ氏

（剤漁港漁村建設技術研究所　主任研究員)をお

迎えし、漁業士会西部支部会、遠州灘フグ調理

加工組合、浜名湖えんため、ウオット、浜松市

及び新居町、浜名漁業協同組合の各漁獲部門の

方々、漁業振興基金、浜名湖環境ネットワーク

他、県の関係機関等が参加しました。

そして水産振興室から、一般県民の方々に浜

名湖の豊かさを知ってもらう体験学習会を開催

しいつかは｢浜名湖サポーターズクラブ｣を結成

したいと提案されました。

この座談会の中で筆者は、｢ガーベラを育て

ているビニールハウスに観光バスが見学にきて

花摘みをするといった、地元の産業に沿った観

光が今非常に受けている｣（｢浜名湖えんため｣

の河野氏）や｢一番大切なのは漁獲量だけでな

く、その土地で“食べてもらう”ことで、浜名

湖の魚をPRしていくこと。泊まる、食べるとい

写真：会議風景 写真：会議風景

３　水産用医薬品使用状況

第５表に平成８年から17年のウナギ及びアユ

養殖における水産用医薬品使用状況を示しまし

た。ウナギの医薬品使用量は全体では減少しま

したが、抗菌剤の使用量は増加しました。また、

アユについては平成17年の水産用医薬品の使用

量は平成18年に比べ増加しました。魚病被害量

が減少しているのに対し、水産用医薬品の使用

量が増加し、魚病被害量と水産用医薬品使用量

はパラレルではありませんでした。
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う一連の中で、地元の魚との接点は意外と少な

い。これらを食べることを目的に来てもらいた

いのに、パンフレットだけでは実感がわかない。

いかに食べてもらうか、リピーターを作るかに、

今は力が入っていない気がする｣（菅原氏）と

いうアドバイスが印象に残っています。

我々は水産試験場の場員であり、この提案を

した水産振興室も｢水産業｣の分野で働いている

ため、どうしても浜名湖を｢漁場｣として考えが

ちです。しかしその枠にとらわれず、力強いア

ドバイザーや新規事業を次々生み出す｢えんた

め｣他、多数の方々と共に、浜名湖の恵みを考

えＰＲして行きたいと思いました。はじめの1

歩として本年秋以降に体験学習会が実施される

予定です。

漁業者の方々からの御協力はもとより、一般

の多くの皆様の積極的な参加をお願いしたいと

思います。

～浜名漁協採貝組合連合会が農林水産大臣賞を受賞～

鷲　山　裕　史・佐　藤　孝　幸

去る3月8日、9日に東京虎ノ門パストラルに

おいて、第11回全国青年女性漁業者交流大会が

開催されました。静岡県代表として浜名漁協採

貝組合連合会（以下「採貝連合会」）の鈴木庄

司前会長が、「浜名湖のアサリ資源回復への挑

戦」と題し資源管理・資源増殖部門において活

動報告の発表を行いました。

採貝連合会では長引くアサリ漁獲量低迷を受

け、平成12年頃からそれまでの活動の見直しを

図り、効果的な資源管理を模索しながら活動を

展開してきました。継続的事業展開を進めるた

めの連合会組織の改革、500名を越す組合員を

包括しての漁獲規制や大規模なツメタガイ一斉

駆除活動、看板設置やパトロールによる潮干狩

り客への啓蒙活動など、「自分たちの漁場は自

分たちで守る」の共通意識のもとに活動を続け

ました。その結果、平成12年から平成16年にか

けて漁業者1人当たりの水揚量は約2倍、水揚金

額は約3倍と目に見える形としてその成果が現

れるようになりました。

今大会では、5つの分会で計51題の活動報告

が行われました。採貝連合会は、浜名湖全体に

及ぶ活動や確実に現れてきた成果が評価され、

資源管理・資源増殖部門9題の中で最も優秀で

あるとして、見事農林水産大臣賞を受賞しまし

た。ちなみに本県からの受賞は26年ぶりと、大

変な快挙です。

今春からは、会長任期終了のため鈴木前会

長に代わり天野新会長が新たに採貝連合会の舵

取りをしていくこととなります。資源管理活動

は継続が力になりますが、特に浜名湖のアサリ

にはツメタガイ駆除や稚貝移植など地道ながら

重要な活動が多くあります。また近年のアサリ

好漁を受け新しい採貝漁業者も増えており、

500名以上の大所帯をまとめるだけでも大変な

ことです。今回の受賞を新たな決意に、採貝連

合会の更なる飛躍を期待すると同時に、浜名湖

分場も漁業者とともに浜名湖のアサリ資源回復

のため努力していきたいと思います。写真：発表の様子
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千葉県視察報告（浜名漁協　採貝連合会）
松　浦　玲　子

平成18年3月9日、浜名漁業協同組合の採貝連

合会役員29名と水試浜名湖分場の職員1名、計

30名で、千葉県富津漁業協同組合及び千葉県東

京湾漁業研究所へ視察研修に行きました。

ここでは２か所の視察先のうち同連合会と同

じアサリ採貝業を主とする富津漁業協同組合に

ついて御紹介します。

富津漁協ではアサリ水揚量がここ数年で劇的

に減少しています。そこで、目合い制限を季節

により変更すること、1人1日アサリとして活用

され民宿や食堂で出されているそうで、これに

は心底驚きました。

そして、最もその意気を真似なければと感じ

たのは、漁協自体が実施している｢潮干狩り事

業｣に対する熱意でした。浜名湖の潮干狩りと

いえば、採貝連合会とは別に渡船組合が存在し、

彼等が一般客を潮干狩り場に連れて行く、とい

うのが通常のパターンです。しかし富津漁協で

は潮干狩りを漁協が事業化しており、その実施

時のサービス精神そしてPR意欲に、採会連合

会の視察者一同は非常に驚いた様子でした。富

津漁協では、50kgまでと厳しく漁獲を制限する

こと、そして夜行性のツメタガイを夜間に曳網

で駆除するなど、アサリ資源を守るための対策

を多数実施しており、資源回復への活発な姿勢

がうかがえました。

また、駆除後のツメタガイについては、浜名

漁協女性部が取り組んでいる活動と同じよう

に、食材としての利用も実施されていました。

富津漁協では主におでんの具として調理されて

いるとのことでした。ツメタガイ料理は浜名湖

が先進地かと思いきや、富津ではすでに生活の

中にツメタガイが浸透していたのです。さらに、

ツメタガイは観光客向けの商品として売買され

ていました。

千葉県の潮干がりは新聞の全国欄に5月の恒

例記事として載るほど有名ですが、富津の潮干

狩り場には年間19万人が訪れ、それが漁協の収

益にもなっているそうです（ちなみに浜名湖の

潮干狩り客は年間約16万人（浜名湖観光協会調

べ／平成17年度））。なぜ19万人もの人々を呼び

集めることができるのか？その謎が今回の視察

研修で少しわかりました。

それは、10万人規模で集客するために、（1）

マスコミへ積極的な働きかけの他、シーズンオ

フに潮見表のチラシを印刷し、周辺市町村及び
．．．．．．．

県
．
の行政に対する営業活動を実施している、

富津位置図

写真：富津漁協の説明を受ける



（２）利用客の利便性を踏まえた設備を備えて

いる（大型バスから潮干狩り場までの距離が短

い、足洗い場の完備、砂出し用の海水のストッ

ク設備）、（３）どの利用客でも大型のアサリが

採れるよう、十分な量とサイズの貝を準備・提

供する、などの努力をされているからでした。

もちろん、ここにあげた以外にも草の根活動の

ような地道な努力の積上げにより、徐々に｢富

津で潮干狩りを！｣という状況にしていったの

だと考えられます。

先に書いたとおり浜名湖では潮干狩りについ

ては渡船組合が実施しています。が、採貝組合

では難しい…としりごみしがちなことも組合員

の協力で何とか解決できるのでは、またアサリ

資源管理への努力や新しい戦略をはじめてみて

はどうか、という前向きな気持ちになりました。

浜名湖の採貝連合会も、アサリのサイズ制限

やツメタガイの一斉駆除及び一般潮干狩り客向

けに｢持ちかえり規制や採取用具の規制｣に関す

る立て看板を作成したり、同様の広告を周辺地

域の新聞チラシとして配布するなど努力を続け

ています。浜名湖と富津の状況は同じではない

ため、潮干狩り事業をそのまま真似ることはで

きませんが、漁協としての姿勢や観光業とのつ

ながり方など、参考になる事が沢山あると感じ

ています。富津漁協の取組みを、アサリを使っ

た観光や地域振興業として、周辺市町村の観光

業や行政にもぜひ活用したらどうか、と感じま

した。
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前号では、浜名湖にいる植物プランクトンの

うち、有害種及び有毒種を紹介しました。今回

は、赤潮を引き起こすもののアサリや稚仔魚の

餌の素となり、水産上、有益な赤潮原因種であ

るケイ藻を紹介します。ケイ藻は植物プランク

トンのなかでも種類がずば抜けて多く、浜名湖

でも大型のものから小型のものまで多種多様な

種類が確認できます。例えば、冬季には遠州灘

の大型ケイ藻（写真１）が今切口から流入し、

春には管状のものが多く出現します（写真２）。

そして夏になると針のような形の種類（写真３）

が多数みられ、秋には（最近は有害種の赤潮発

生によりあまりお目にかかることも無くなりま

したが）ネックレスのような形のケイ藻（写真４）

が目立つことが多いようです。

常に種の判別や計測をしている訳ではないの

写真：漁協の売店 写真：砂抜き用海水タンク

ケイ藻による赤潮を紹介します
松　浦　玲　子
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で、いつどこでどんなケイ藻が湧くの？という

質問にははっきりとは答えられませんが、上記

のように浜名湖内で出現するケイ藻の種類には

季節的な変動があるようです。

さてこのケイ藻ですが、水温や塩分などの条

件が揃った場合、大増殖し赤潮（海水が普段と

違う色になる現象）を形成することがあります。

平成18年は3月からケイ藻赤潮が発生、4月末ま

で継続し、浜名湖本湖水域を濁った茶色に染め

ました。見た目は悪いのですが、このケイ藻赤

潮はアサリの餌になります。そこで｢こんなに

沢山の餌があるなら、アサリも美味しいに違い

ない、という確信を持ち、分場の西岸にて潮干

狩りを実施したところ太った美味しいアサリを

手に入れ、たらふく食べることができました。

ここ数年、本誌で水産業にとって有害な赤潮

（貝類及び魚介類を死亡させる種による赤潮）

の記事ばかり書いていた私ですが、今回は浜名

湖の恵みとなるケイ藻赤潮の記事を書けること

に幸せを感じています（今春の赤潮写真が巻末

にあります）。

写真1：冬によく見られる大型ケイ藻

（ユーカンピア属）

写真2：春先によく見られるケイ藻

（タラシオシラ属）

写真3：夏によく見られるケイ藻

（タラシオスリックス属）

写真4：秋によく見られるケイ藻

（リゾソレニア属）



4月１日付け人事異動により、当分場では次

のとおり職員の転出・転入がありました。

【転出】

影山　佳之（分場長）→水産試験場

漁業開発部（部長）

鷲山　裕史（副主任）→水産振興室（主査）

【転入】

津久井文夫（分場長）←伊豆分場（分場長）

鈴木　邦弘（副主任）←水産資源室（副主任）

新メンバーでの浜名湖分場をどうぞよろしく

お願いいたします。平成18年度の業務分担表は

次ページのとおりです。
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おそらくどの職場にもあると思われますが、

場員が出張した際のお土産をおやつにすること

が当場でもあります（楽しみの一つですね）。

ある日のお土産は笠の形の煎餅でした。しかも

○○煎餅と誰かの名前が付いています。

なぜ名前付きの笠型煎餅なのか不思議に思っ

て解説を読むと｢病気の母に精をつけさせるた

め、ダメと知りつつも禁漁区でヤガラを獲って

いた男がいた。ヤガラのおかげで母は日ましに

良くなったが、禁漁区をおかす者がいるという

噂がたってしまう。しかし男はそれでもヤガラ

を母に与えたく密漁を続けた。ある日、ついに

見つかって逃げた際、現場に男の名前が書かれ

た笠を忘れ、犯人が判明し、ついに男は簀巻き

にされ海に沈められてしまった（概略）｣との

こと。この哀しい話が煎餅に代わった訳です。

母を想う気持ちへの同情と、禁漁区を侵した

ら昔は簀巻きで海へ!?という驚きで、とてもイ

ンパクトのある煎餅でした。資源管理問題は昔

からあったのだろうか…という思いも重なり複

雑な気持ちでいただきました。

ヤガラはヨウジウオ科の魚であり、精力をつ

けるにはちょっと物足りない気もします。そこ

で図監の写真を見比べながら、病人に食べさせ

るのなら味も良く高級魚であるアカヤガラだっ

たのだろう、と想像しました。この煎餅にまつ

わる話に随分引きこまれ、ひょんなところで水

産のマメ知識が増えました。

【参考文献】

日本魚類大図鑑（1984）：東海大学出版会

禁漁区ってやっぱり神聖区？

松　浦　玲　子

平成18年度　人事異動及び業務分担
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平成18年度　浜名湖分場業務分担表（要約）

【転入者自己紹介】

鈴木邦弘　副主任

このたびの異動により、県庁水産資源室より

浜名湖分場へ配属されました鈴木邦弘です。４

年ぶり２回目の返り咲き勤務となります。

浜名湖分場は県に採用になって初めて勤務し

た職場であり、再びこの地に戻ってこられたこ

とに喜びを感じております。

前回勤務では、河川のアユ資源管理の推進と

資源回復を主課題としながら、遠州灘、浜名湖、

河川、養鰻地等、幅広く顔を出させていただき

ました。今回の勤務では、浜名湖内の漁業、特

にアサリ資源の回復に関する業務を担当するこ

ととなりました。

浜名湖は漁業生産の場として重要なだけでは

なく、研究の場としても大変貴重な水域です。

浜名湖の魅力を肌に感じながら、漁業生産の向

上に向け、日々精進あるのみです。至らぬ点も

多々あるかと思いますが、よろしくお願いしま

す。

アサリのソーティング中に…



18年2月

1日 ﾄﾗﾌｸﾞ鰭ｶｯﾄ魚検査（南伊豆）

1日 研報編集委員会（本場）

6日 ｢海苔の日｣供養祭・豊漁祈願（舞阪町）

7日 ﾐｷﾓﾄｲ（旧名：ｷﾞﾑﾉ）調査（湖内）

9日 ｢養鰻業の今後のあり方検討会｣準備会

（静岡）

10日 漁業士会総会（舘山寺）

14日 定点観測（湖内）

20～21日　｢ｳﾅｷﾞの種苗生産技術の開発｣

ﾌﾟﾛ研17年度推進会議（三重県伊勢市）

21日 浜名湖水産振興協議会専門部会協議会

（当場）

21日 普及指導員一般研修（本場）

22日 青鰻会（浜名湖養魚）

27日 魚病技術部会（静岡）

27日 流砂促進現場見学会（天竜川）

28日 ﾐｷﾓﾄｲ（旧名：ｷﾞﾑﾉ）調査（湖内）

28～3月1日　アユ資源研究部会総会、報告会

（東京）

18年3月

1日 技術連絡協議会（当場）

2～3日　ﾄﾗﾌｸﾞ栽培漁業技術開発全国検討会

（東京）

3日 アサリ資源全国協議会（東京）

7日 水産専門部会（本場）

7日 KHV研修会（名古屋）

8日 水産基盤整備直轄調査報告会（東京）

8～9日　全国青年女性業者交流大会（東京）

8～9日　赤潮等被害防止対策事業検討会・貝毒

被害防止対策検討会（東京）

9日 GLP対応残留約試験査察（当場）

9日 ｼﾗｽｳﾅｷﾞ池入れ（当場）

10日 県鮎養殖漁協総会（舞阪町）

14日 湖内定点観測（湖内）

15日 水産振興審議会（静岡）

15日 内魚連意見交換会（静岡）

15日 ｶﾞｻﾞﾐ効率化検討会

16日 浜名湖の恵みを考える座談会（舘山寺）

22日 ﾄﾗﾌｸﾞ資源管理漁業者協議会（静岡）

22日 冷水病対策協議会（静岡）

23日 きれいな浜名湖づくりｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（浜松）

24日 県海外技術県修員研修終了式（静岡）

29日 浜名湖水産振興協議会視察

（温水ｾﾝﾀ－他）

29日 青鰻会（浜名湖養魚）

18年4月

3日 辞令交付式（本場）

3日 冷水病保菌検査（当場）

6日 農林水産大臣賞受賞報告（県庁）

8日 舞阪水産祭（舞阪本所）

11日 定点観測（湖内）

11日 鷲津水産祭（鷲津支所）

19日 普及推進会議（本場）

21日 採貝連合会会合（舞阪町）

26～28日　公用船はまな上架（湖西市）

28日 青鰻会 （浜松市）

18

分　場　日　誌　
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渚橋　平成18年3月　水温　　　　　　　　 渚橋　平成18年3月　塩分
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弁天島の気象海況
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上 旬 中 旬 下 旬 月平均

10.7 11.7 12.5 11.3

25.65

水温（℃）

比重（σ15） 25.71 25.61 25.65

上 旬 中 旬 下 旬 月平均

12.7 11.3 12.8 12.4

25.36

水温（℃）

比重（σ15） 25.51 25.47 25.44

上 旬 中 旬 下 旬 月平均

12.3 14.3 14.0 13.6

25.30

水温（℃）

比重（σ15） 24.11 25.11 24.77

＊2月の暦＊　　 2月 3日　立冬
2月 4日　立春
2月19日　雨水　

＊3月の暦＊ 3月 6日　啓蟄
3月21日　春分

＊4月の暦＊ 4月 5日　清明
4月20日　穀雨



【編 集 後 記】

このごろ自分の体力の衰えを感じます。分場に来たばかりの5年前は、怖い物知らずで無茶をして
いましたが、最近は自分の体力と仕事の優先順位を天秤にかけながら昔より慎重に物事を進めていま
す。大人になったのか、ただ年を重ねた（老けた？）のかよくわからないけれど女心や見栄も顔を出
し、｢大人になったのよ｣という結論で自分を納得させています。

水試の仕事は体力仕事！体の管理をきちんとしたいものです。（Ｒ／Ｍ）
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ケイ藻赤潮

（船の跳ね水がやや茶色になる）

関連記事　P.14

ケイ藻赤潮の原因種（平成18年春）

ﾚﾌﾟﾄｼﾘﾝﾀﾞﾗｽの一種

関連記事　P.14


